
 

 

 

 

 

  

事
業
報
告  

◆
は
ら
っ
こ
く
ら
ぶ
「

探
検
隊
」
◆ 

【
９
月

日(

月)

】 

午
前 

昼
ご
は
ん
（
シ
チ
ュ
ー
）
作
り 

午
後 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ 

シ
チ
ュ
ー
作
り
は
Ｔ
Ｉ
Ｍ
（
炎
が
命
）。
木
曜
教
室
や

七
夕
合
宿
で
調
理
に
慣
れ
、
包
丁
の
扱
い
が
上
達
し
て

い
る
は
ら
っ
こ
で
す
が
、
今
日
は
具
材
を
切
っ
て
鍋
に

い
れ
た
あ
と
の
『
火
加
減
』
か
ら
が
勝
負
で
し
た
。
煮

込
む
こ
と
１
時
間
半
…
野
外
活
動
で
習
っ
た
炭
の
組
み

方
を
実
践
し
た
チ
ー
ム
、
根
気
強
く
火
の
番
を
し
た
チ

ー
ム
…
か
た
い
野
菜
が
残
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
炭
で
料

理
を
す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
食
事
を
済
ま
せ
た
後
の
自
由
時

間
、
シ
ー
ト
を
敷
き
、
躊
躇
う
こ
と
な
く
丘
の
上
か
ら

滑
り
下
り
る
子
が
一
人
…
ま
た
一
人
と
ふ
え
、
ほ
ぼ
全

員
が
草
滑
り
を
楽
し
み
ま
し
た
！
滑
り
方
も
進
化
し

て
、
上
級
生
が
大
き
い
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
引
っ
張
り
、

乗
っ
た
下
級
生
を
喜
ば
せ
る
姿
に
ほ
っ
こ
り
。

は
全

問
の
ク
イ
ズ
を
探
し
答
え
ま
す
。

原市民センターだより 
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「伊勢神社秋季例大祭」 

 10月１0日（土） 

引き継がれる 

民俗芸能 

ボ
ー
ナ
ス
問
題
で
大
逆
転
を
収
め
た
チ
ー
ム
が
、
見
事

１
位
と
な
り
ま
し
た
。 

炭
を
組
む
の
が
上
手

な
子
、
他
の
チ
ー
ム
の

火
の
番
を
手
伝
う
子
…

普
段
の
木
曜
教
室
や
、

は
ら
っ
こ
く
ら
ぶ
で
は

見
る
こ
と
の
な
い
良
い

面
を
み
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。 

今
回
は
は
ら
っ
こ
応

援
団 

４
人
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

野
外
遊
び
と
い
う
大
き

な
活
動
が
で
き
ま
し

た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
!!

子
ど
も
達

の
記
憶
の
中
に
も
青
空

の
下
で
眠
た
く
な
る
ま

で
遊
ん
だ
こ
と
が
残
っ

た
と
思
い
ま
す
♪ 
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◆原神楽（伊勢神社神楽団・原亥の子舞子連中）◆ 

伊勢神社神楽団は、近世中期から約 200 年の歴史を

持ち、全国でも珍しい将軍舞を受け継いでいます。昭和

30 年頃から約 20 年間、活動が途絶えた時期がありま

したが「地元の舞を絶やしてはならない」と有志が集ま

り、昭和 51 年、現団長ら 12 名が川原茂氏から指導を

受け、神楽団を復活させました。原神楽の特徴は安芸十

二神祇神楽の型を忠実に伝承していること、中世神楽の

根幹をなす『湯たて』『所務分』『荒平』『天臺将軍（て

んだいしょうぐん）』を伝承しかつ実演が可能であるこ

とです。これが価値あるものと認められ、平成 24 年に

は県無形民俗文化財として指定されました。 

神楽の継承は記録でもマニュアルでもなく人から人

でのみ行われます。そこにはもろさもありますが、だか

らこそ湧きあがる責任感が神楽を超えて人と人のつな

がりを強くしています。 

原の子ども達は幼いころから祭を肌で感じながら育

ち、気付いたら神楽をやっていたという子も少なくあり

ません。大人になって原を離れたとしても、神楽を舞い

に、観に帰るふるさとがある。そのことが喜びであり誇

りであると感じました。 
 

参考＝広報はつかいち No.1161(24 年 10 月 1 日号)、 

原 伊勢神社奉納神楽に寄せて(25年10月/増村光恭) 

 

〔活動日〕 

原亥の子舞子連中 

毎週水曜日 １９時３０分～２０時３０分 

対象 小中学生 

伊勢神社神楽団 

秋まつりに合わせて活動 

※興味を持たれた方は原市民センターまでお尋ねください。 



 

 

原
に
住
む
人
の
「
共
同
体
」
を
形
作
る
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
鑑
賞
す
る
人
の
他
に
、
舞
を
終
え
た
人
、
神

楽
を
舞
う
た
め
観
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
人
、
ま
つ
り

が
楽
し
み
な
地
域
の
人
等
が
た
き
火
を
囲
ん
で
談
笑
す

る
姿
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
も
の
。
そ
ん
な
懐
か
し

い
ふ
る
さ
と
の
光
景
が
残
っ
て
い
る
原
は
い
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ゴ
ロ
は
特
別
！
と
神
楽
と
一
緒
に

親
し
い
人
達
と
過
ご
し
た
記
憶
は
ず
っ
と
残
る
か
ら
次

の
世
代
に
伝
わ
っ
て
い
く
、
そ
う
感
じ
た
夜
で
し
た
。 

 

地
域
の
で
き
ご
と  

◆
伊
勢
神
社
秋
季
例
大
祭
◆ 

◇
奉
納
神
楽
◇ 

【

月

日(

土)

】 

丘
の
上
の
神
社
か
ら
聞
こ
え
る
軽
快
な
笛
と
小
気
味

良
い
手
打
鉦
・
太
鼓
の
音
色
、

月
の
第
２
日
曜
日
の

前
夜
は
伊
勢
神
社
秋
季
例
大
祭
の
ヨ
ゴ
ロ
の
行
事
で
神

楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
社
殿
前
に
桧
丸
太
柱
の
舞
殿
が

設
置
さ
れ
、
秋
風
に
竹
笹
、
四
季
を
示
す
切
り
飾
り
が

揺
れ
る
舞
台
は
長
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
て
い

る
も
の
で
す
。
奉
納
さ
れ
る
神
楽
は
安
芸
十
二
神
祇
神

楽
の

演
目
。
花
舞
・
刀
舞
・
弓
舞
の
三
部
構
成
で
１

時
間
近
く
舞
う
「
天
臺
将
軍
」
が
終
わ
る
の
は
夜
も
遅

く
、
そ
れ
が
祭
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
舞
手
は
小

中
高
生
か
ら
大
人
ま
で
お
り
、
原
神
楽
の
若
き
継
承
者

の
舞
は
初
々
し
く
も
血
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
伺
え
ま

す
。
大
人
の
舞
は
長
年
積
み
重
ね
た
技
術
が
み
せ
る
し

な
や
か
さ
と
力
強
さ
が
絡
み
合
い
、
舞
台
を
揺
る
が
す

迫
力
あ
る
舞
で
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

民
俗
芸
能
と
し
て
も
価
値
の
あ
る
神
楽
は
、
同
時
に

◆
は
ら
っ
こ 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
◆ 

は
ら
っ
こ
応
援
団
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
だ
よ
!!
こ
ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
チ
ョ
イ

ス
し
た
、
演
奏
途
中
で
出
入
り
し
て
も

の
こ
ど
も

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
小
さ
い
子
も
来
て
ね
♪ 

と 

き 

月
５
日(

土)
 

と
こ
ろ 

原
市
民
セ
ン
タ
ー 

大
研
修
室 

出 

演 

香
川
裕
光
さ
ん 

 

参
加
費 

無
料 

／ 

申
込
み 

不
要 

対 

象 

幼
児
～
未
就
学
児
（
保
護
者
同
伴
） 

小
中
学
生
・
高
校
生 

は
ら
っ
こ
応
援
団
に
登
録
し
て
い
る
方 

主 

催 

は
ら
っ
こ
応
援
団 

（
原
小
学
校 

学
校
地
域
支
援
本
部) 

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
◆ 

と 
き 

月
６
日(

日) 

受
付
９
時

分
～ 
 

開
始

時
～ 

と
こ
ろ 
原
小
学
校 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

内 

容 

道
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。
参
加
賞
の
他
、
順

位
に
よ
っ
て
豪
華
景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

申
込
み 

当
日
受
付 

問
合
せ 

 

体
育
部 

０
９
０
・
８
６
０
２
・
０
４
７
９(

竹
本) 

◆
し
め
飾
り
づ
く
り
◆ 

と 

き 

月

日(

火)
 

と
こ
ろ 

原
市
民
セ
ン
タ
ー 

大
研
修
室 

定 

員 

名 

参
加
費 

７
０
０
円 

講 

師 

折
本
善
政
さ
ん
・
折
本
俊
子
さ
ん 

持
参
物 

園
芸
用
は
さ
み
・
エ
プ
ロ
ン
・
袋

※
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◆
ロ
ビ
ー
展
『
宮
島
彫
り
』

月
・

月
◆ 

 

宮
島
彫
り
倶
楽
部
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
お
り

ま
す
。
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
員
さ
ん

の
作
品
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

活
動
日 

毎
月
第
２
・
４
木
曜  

時
～

時

分 

講 

師 

平
山
宣
昭
さ
ん
（
伝
統
工
芸
士
） 

  

お
知
ら
せ  

◆
人
権
川
柳
の
募
集
◆ 

対 

象 

原
地
区
在
住
の
方 

募
集
句 

「
夢
」・「
協
力
」・「
育
む
」・「
ま
も
る
」 

募
集
期
間 

11
月
２
日(
月)

～
12
月
４
日(

金) 

募
集
方
法 

 

◆
自
作
・
未
発
表
の
作
品
で
、
一
人
２
句
ま
で
。 

◆
小

中
学
生
の
部

高
校

一
般
の
部
が
あ
り
ま
す
。 

◆
応
募
用
紙
は
原
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。 

主 

催 

原
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会 

◆
は
ら
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
◆ 

と 

き 

月

日(

水)

時

分
～ 

と
こ
ろ 

原
市
民
セ
ン
タ
ー 

大
研
修
室 

参
加
費 

１
０
０
円 

内 

容 

お
茶
と
お
喋
り
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
。 

◆
干
支
の
押
し
絵
づ
く
り
◆ 

と 

き 

月

日(

土)

時
～

時 

と
こ
ろ 

原
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室 

定 

員 

若
干
名 

参
加
費 

１
０
０
円 

講 

師 

生
川 

加
代
子
さ
ん 

持
参
物 

は
さ
み
・
お
手
ふ
き
・
お
茶 

そ
の
他 

小
学
生
と
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。 

◆
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
◆ 

と 

き 

月

日(

土) 

時

分
～ 

と
こ
ろ 

原
小
学
校 

体
育
館 

問
合
せ 

 

体
育
部 

０
９
０
・
８
６
０
２
・
０
４
７
９(

竹
本) 

そ
の
他 

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持
参
、
動
き
や
す
い
服
装
で 

◆
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
原
◆ 

と 

き 

月

日(

日)

受
付
９
時 

出
発

時 

集
合
場
所 

原
市
民
セ
ン
タ
ー 

大
研
修
室 

 
 

 
 

定 

員 

名
程
度(

自
力
で
完
歩
で
き
る
方) 

コ
ー
ス 

２

と
５

か
ら
選
べ
ま
す
。 

参
加
費 

２
０
０
円(

保
険
と
食
材
費) 

申
込
み 

月

日(

木)

ま
で 

内 

容 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
芋
掘
り
・
軽
食
・
抽
選
会 

編集：原市民センター 〒738-0031 廿日市市原 439-2   

 TEL：39-0227 FAX：39-0314 

※センターだよりは、ホームページでもご覧になれます。 

廿日市市原市民センター   検 索 

～１１月の行事予定～ 
1日(日) はら和く輪くまつり  

4日(水) まめでいきいき元気教室 9:30～ 

5日(木) ママカレッジ 10:00～ 

9日(月) 一光大学（社会見学） 8:50集合 

10日(火) 
花倶楽部 活動日 9:00～ 

第３回 まつり実行委員会 19:00～ 

11日(水) 
まめでいきいき元気教室 9:30～ 

ほっとサロン 13:30～ 

14日(土) はらっこくらぶ 13:00～ 

18日(水) 
まめでいきいき元気教室 9:30～ 

原まちづくり部会 19:30～ 

19日(木) ママカレッジ 10:00～ 

22日(日) 交流ウォーキング 9:00～ 

25日(水) まめでいきいき元気教室 9:30～ 

26日(木) はらきっず/はらきっず＋ 10 時/15 時 

◆休館日：３日(火) 文化の日・23日(月) 勤労感謝の日 

◆印刷機 NEW！◆ 
原市民センターの印刷機が新しくなりまし

た！写真はキレイに♪文字はクッキリと☆よ

り見やすくなった原市民センターだより、さ

らに内容もパワーアップしてお届けしてゆき

たいと思います。お楽しみに！ 


